
一級ボイラー技士試験Ａ

受験番号 １ ボ

Ａ１／５

（ボイラーの構造に関する知識）

問 １ 伝熱に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）金属壁の表面とそれに接する流体との間の熱移動

を熱伝達といい、液体の沸騰又は蒸気の凝縮のよう

に相変化を伴う場合の熱伝達率は極めて大きい。

（２）平板壁の熱伝導によって伝わる熱量は、壁の両側

面の温度差及び伝熱面積に比例し、厚さに逆比例する。

（３）放射伝熱は、物体が保有する内部エネルギーの一

部を電磁波の形で放出し、それが他の物体面に当た

り吸収される熱移動のことである。

（４）物体表面の単位面積から単位時間に出す放射エネ

ルギーを放射エネルギー流束又は放射度といい、こ

れは物体表面の絶対温度の２乗に比例する。

（５）熱が高温流体から壁面を通して低温流体に伝えら

れる熱貫流は、高温流体から壁面までの熱伝達、壁

の内部の熱伝導、壁の他面から低温流体までの熱伝

達からなっている。

問 ２ 炉筒煙管ボイラーに関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）他の丸ボイラーに比べ、構造が複雑で内部は狭く、

掃除や検査が困難なため、十分に処理した水を供給

しなければならない。

（２）煙管の熱伝達率を上げるために、煙管にはスパイ

ラル管を使用しているものが多い。

（３）ウェットバック式は、炉筒の後部煙室を胴の内部

に設けてその周囲が水に囲まれている構造である。

（４）後端の閉じられた炉筒を用い、燃焼火炎が炉筒後

部で反転して前方に戻るいわゆる戻り燃焼方式のも

のもある。

（５）ボイラーの構造上、エコノマイザや空気予熱器を

設けることが困難であるが、ボイラー効率は高い。

問 ３ 水管ボイラーに関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）給水及びボイラー水処理に注意が必要で、特に高

圧ボイラーでは厳密な水管理が求められる。

（２）炉壁に用いられる水冷壁管は、火炎からの強い放

射熱を有効に吸収し、高い蒸発率を示す放射伝熱面

になり炉壁を保護する。

（３）伝熱面積当たりの保有水量が少ないので、起動か

ら所要蒸気を発生するまでの時間が短い。

（４）中低圧ボイラーには、蒸気ドラムと水ドラム各１

個の２胴形のもの、蒸気ドラム１個と水ドラム２個

の３胴形のものがある。

（５）高温高圧ボイラーでは、全吸収熱量のうち蒸発部

で吸収される熱量の割合が大きくなるため、過熱器

には専用の熱源が必要となる。

問 ４ 水管ボイラーにおける水の自然循環に関し、次のう

ち誤っているものはどれか。

（１）水管内で水が沸騰している状態では水管の管壁は、

飽和水より２０～３０℃高い程度の温度に保たれる。

（２）定常運転中の自然循環式ボイラーの場合、ボイラー

水は、下降管では１ｍ/ｓ前後、上昇管では１～５

ｍ/ｓ程度の速度で流動している。

（３）水管内で発生蒸気が停滞すると、管壁温度が著し

く高くなり、水管が焼損することがある。

（４）水の循環を確実に行わせるには、蒸気ドラムと水

ドラムとの高さの差を大きくする。

（５）高圧ボイラーでは、下降管の水と上昇管の気水混

合物との密度差はあまり小さくならないので、循環

力を大きく保持することができる。



問 ５ 鋳鉄製ボイラーに関し、次のうち正しいものはどれか。

（１）鋼板製のものに比べ腐食に強く、熱による不同膨

張にも強い。

（２）側二重柱構造の場合、燃焼室側に下降管、外側に

上昇管を配置して、セクション強度の補強とともに

ボイラ水の循環を促進している。

（３）セクション壁面に多くのスタッドを取り付けて、

高い伝熱面負荷を得る構造になっている。

（４）蒸気ボイラーでは復水を循環使用するのを原則と

し、給水管はボイラー本体後部セクションの安全低

水面の少し下に直接取り付けられる。

（５）蒸気ボイラーによる暖房では装置全体の熱容量が

大きいので、温水ボイラーによる暖房に比べ、各部

屋ごとの温度調節が容易である。

問 ６ 圧力計及び流量計に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）ブルドン管式圧力計は、断面がへん平な管を円弧

状に曲げ、その一端を固定し他端を閉じ、その先に

歯付扇形片をかみ合わせたものである。

（２）歯付扇形片は、ブルドン管に圧力が加わると、管

の円弧が広がることで動く構造となっている。

（３）サイホン管を胴と圧力計との間に取り付け、その

中に水を入れてブルドン管に蒸気や高温の水が直接

入らないようにする。

（４）面積式流量計は、ケーシング内で組み合せた２個

のだ円形歯車を流体の流れによって回転させると、

歯車とケーシング壁との間の空間部分の量だけ流体

が流れ、流量が歯車の回転数に比例することを利用

したものである。

（５）差圧式流量計は、流体の流れている管の中にベン

チュリ管又はオリフィスなどの絞り機構を挿入する

と、その入口と出口の間に圧力差が生じ、流量が差

圧の平方根に比例することを利用している。
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問 ７ 給水装置に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）遠心ポンプは、初めて起動するときは、ポンプ及

び吸入管内に呼び水を満たしてから起動する。

（２）給水ポンプ過熱防止装置は、吐出量を絞りすぎた

場合には、ポンプを通った水の一部をポンプ吸込み

側に戻し、ポンプの過熱を防ぐ。

（３）ディフューザポンプは、その段数を増加すること

によって圧力を高めることができるので、高圧ボイ

ラーには多段ディフューザポンプが使用される。

（４）給水弁と給水逆止め弁をボイラーに設ける場合に

は、給水弁をボイラーに近い側に取り付ける。

（５）給水弁にはアングル弁又は玉形弁が用いられ、給

水逆止め弁にはフロート式又はバケット式の弁が用

いられる。

問 ８ 温度検出器に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）温度検出器の感温体は、直接ボイラー本体に取り

付ける場合と、保護管を用いて取り付ける場合がある。

（２）バイメタル式温度検出器は、熱膨張率の異なる２

種類の薄い金属板を張り合わせたバイメタルにより

接点をオンオフするもので、振動により誤差が出る

ことがあるが、直動式のため応答速度が速い。

（３）溶液密封式温度検出器は、感温筒内の液体又は気

体の温度による体積膨張を利用して温度を検出する

もので、液体又は気体の漏れによる誤差を生じるこ

とがある。

（４）測温抵抗体は、金属の電気抵抗が温度によって変

化する性質を利用して温度を測定するもので、使用

する金属は温度に対する抵抗変化が一定であること、

温度係数が大きいことなどが必要である。

（５）熱電対は、２種類の材質の異なる金属線の両端を

接合し、ループをつくったもので、両端で温度差が

生じると、回路中にその金属固有の熱起電力が発生

する原理を利用して温度を測定する。



問 ９ 燃焼安全装置の主安全制御器の構成を示す次の図に

おいて、 内に入れるＡからＣの用語の組合せと

して、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

スイッチ

Ａ
出力リレー 又は調節器
（負荷リレー）

Ｃ増幅
Ｂ回路

信号電流

火炎検出器から バーナ回路へ

Ａ Ｂ Ｃ

（１）シーケンスタイマ 安全スイッチ フレームリレー

（２）安全スイッチ シーケンスタイマ フレームリレー

（３）フレームリレー 安全スイッチ シーケンスタイマ

（４）フレームリレー シーケンスタイマ 安全スイッチ

（５）シーケンスタイマ フレームリレー 安全スイッチ

問１０ 次のような仕様のボイラーに使用される燃料の低発

熱量の近似値は、(１)～(５)のうちどれか。

蒸 発 量 …………………… １０t/h

発生蒸気の比エンタルピ ………… ２７６０kJ/kg

給水温度 ………………………… ２０℃

ボイラー効率 …………………… ８５％

燃 料消費 量 …………………… ７５０kg/h

（１）２０.９ＭJ/kg

（２）３０.２ＭJ/kg

（３）３５.７ＭJ/kg

（４）４０.２ＭJ/kg

（５）４２.０ＭJ/kg
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（ボイラーの取扱いに関する知識）

問１１ ボイラーの圧力上昇時の留意事項に関し、次のうち

誤っているものはどれか。

（１）常温の水からたき始めるときの圧力上昇は、初め

遅く、次第に速くなるようにして、ボイラー本体各

部の温度上昇が平均になるようにする。

（２）ボイラー水の温度が高くなっていくと水位が上昇

するので、ボイラー水を排出して常用水位に戻す。

（３）水循環装置のあるエコノマイザは、燃焼ガスを通

し始める前に、エコノマイザと給水タンクを結ぶ循

環ラインを開放し、内部の水を循環流動させる。

（４）ボイラーの燃焼初期においてはできる限り低燃焼

とし、低燃焼期間中、空気予熱器の入口ガス温度を

厳重に監視する。

（５）ボイラーの圧力が０.１ＭPaを超え、蒸気が十分

発生したら、その発生蒸気により空気抜き及びドレ

ン切りを十分に行う。

問１２ 送気始めの主蒸気弁の操作などに関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）主蒸気管、蒸気だめなどにあるドレン弁を全開し、

ドレンを完全に排出する。

（２）閉止している主蒸気弁を初めて開くときは、ウォ

ータハンマを防ぐため徐々に送気量を増やす。

（３）主蒸気管内に少量の蒸気を通し、少しずつ暖管す

る。

（４）他のボイラーの蒸気が共通の蒸気だめに連絡して

いるときは、蒸気だめ側の蒸気止め弁を少し開いて、

蒸気を主蒸気管に逆送する。

（５）主蒸気弁は、初めはわずかに開き、次に時間をか

けて段階的に開いていき、最終的に全開状態にして

送気を行う。



問１３ 蒸気噴射による回転式のスートブロワの使用に関し、

次のうち正しいものはどれか。

（１）スートブロー中はドレン弁を確実に閉止しておく。

（２）ドレンを含んだ蒸気によりスートブローを行う。

（３）スートブロワが複数のときは、燃焼ガスの下流側

から順次スートブローする。

（４）スートブロワの回転が重かったり異常な音を発す

るときは、エレメントに曲がり又はハンガに故障が

ある。

（５）スートブローの終了後は、蒸気の元弁を閉止し、

ドレン弁が閉まっていることを確認する。

問１４ 燃焼の異常に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）燃焼中、燃焼室あるいは煙道内で連続的な低周波

のうなりを発する現象をかまなりという。

（２）かまなりの原因としては、燃焼によるもの、ガス

の偏流によるもの、渦によるものなどが考えられる。

（３）通風が弱い場合は、重油燃焼火炎に火花が生じる

ことがある。

（４）不完全燃焼による未燃ガスが、燃焼室以外の燃焼

ガス通路で適量の空気と混合してそこで燃焼するこ

とがあり、これを二次燃焼という。

（５）小規模な二次燃焼でも耐火材、ケーシング又は空

気予熱器などを焼損させることがある。
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問１５ 水位検出器の点検に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）電極式水位検出器の検出筒の分解、掃除の際には、

電極棒を細か目のサンドペーパーで磨き、電流を通

しやすくする。

（２）電極式水位検出器では、検出筒内の水の純度を高

く維持するため、検出筒のブローを１日に１回以上

行う。

（３）熱膨張管式水位調整装置の熱膨張管の水側は、１

日１回以上ドレン弁を開いてブローする。

（４）フロート式水位検出器のベローズの破損の有無は、

ベローズの内部の鉄さびの発生、水分の付着などに

よっても判断できる。

（５）水銀スイッチ端子間の電気抵抗は、スイッチ閉の

ときは抵抗がゼロで、開のときは無限大であること

をチェックする。

問１６ 安全弁の調整に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）最高使用圧力の異なるボイラーを連絡している場

合の安全弁の調整は、最高使用圧力の最も低いボイ

ラーを基準に調整する。

（２）一定量以上の蒸気を通過させて過熱器の異常な昇

温を防ぐため、過熱器安全弁はボイラー本体の安全

弁より先に作動するように調整する。

（３）安全弁が２個以上ある場合は、いずれか１個を最

高使用圧力又はそれ以下で先に吹き出すように調整

し、段階的な圧力で安全弁が作動するようにする。

（４）吹出し圧力が設定圧力より低い場合は、一旦ボイ

ラーの圧力を設定圧力の７０％程度まで下げ、調整

ボルトを緩めて吹出し圧力を上昇させる。

（５）安全弁の手動試験は、最高使用圧力の７５％以上

のときに行う。



問１７ ボイラーの清掃に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）ボイラーを冷却し、ボイラー水の温度が９０℃以

下になってからブロー弁を開きボイラー水を排出する。

（２）燃焼ガス側の清掃時期は、煙道の排ガス温度の上

昇や、通風力の低下などにより判断できる。

（３）燃焼ガス側の清掃は、主として工具を使用し手作

業による機械的清掃法で行われる部分が多い。

（４）管の外面を清掃する機械には、主として電気や水

圧、空気圧を動力とするチューブクリーナが用いら

れる。

（５）酸洗浄作業では、十分に換気を行い、発生する水

素を希釈させるとともに、火気を厳禁する。

問１８ 次の文中の 内に入れるＡからＣの用語の組合

せとして、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

『単純軟化法は、 Ａ 陽イオン交換樹脂を使用し

た Ｂ に給水を通過させて、水の硬度成分であるカ

ルシウム及びマグネシウムを樹脂に吸収させる方法で

ある。給水の軟化処理を行って樹脂が交換能力を減じ

た場合、一般には Ｃ を用いて再生を行う。』

Ａ Ｂ Ｃ

（１）弱酸性 Ｎa塔 塩 酸

（２）強酸性 Ｎa塔 食塩水

（３）弱酸性 Ｎa塔 食塩水

（４）強酸性 Ｋ 塔 塩 酸

（５）弱酸性 Ｋ 塔 塩 酸
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問１９ 次の文中の 内に入れるＡからＣの用語の組合

せとして、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

『ボイラー水中の鉄は電子を放出して鉄イオンが水

中に放出される。放出された電子は、溶存酸素が存在

するボイラー水中で水と反応して Ａ を生成する。

鉄イオンと Ａ は反応して Ｂ を生成し、更に

溶存酸素と反応して Ｃ となり、腐食が進行する。』

Ａ Ｂ Ｃ

（１）水素イ オン 水酸化第一鉄 水酸化第二鉄

（２）水酸化イオン 四酸化三鉄 水酸化第一鉄

（３）水素イ オン 水酸化第二鉄 四酸化三鉄

（４）水酸化イオン 水酸化第一鉄 水酸化第二鉄

（５）水素イ オン 四酸化三鉄 水酸化第一鉄

問２０ 蒸発量が１日１２ｔの炉筒煙管ボイラーで、ボイラ

ー水の塩化物イオンの許容濃度が４５０㎎/ℓ であると

き、必要なブロー量の近似値はどれか。

ただし、給水の塩化物イオン濃度は１５㎎/ℓ とする。

（１） １５kg/h

（２） １７kg/h

（３） １９kg/h

（４）１７０kg/h

（５）４１４kg/h

（午前終り）



一級ボイラー技士試験 B

受験番号 １ ボ

Ｂ１／５

（燃料及び燃焼に関する知識）

問 １ 燃料の発熱量及び燃焼に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）燃料中の水素が燃焼して生成される水は蒸気とな

り、発熱量のうち一部が蒸発潜熱として消費される

が、この蒸発潜熱を含めた発熱量を高発熱量という。

（２）低発熱量とは、蒸発潜熱を含まない発熱量で真発

熱量ともいい、実際に利用できる熱量に相当する。

（３）着火温度（発火温度）とは、他から点火しないの

に温度の上昇によって燃料が自然に燃え始める最低

の温度をいう。

（４）引火点とは、液体燃料に小火炎を近づけると瞬間

的に光を放って燃え始める最低の温度で、通常、灯

油では５０～６０℃程度、重油では１００℃程度で

ある。

（５）引火点の高い燃料油は、着火温度も高く、灯油の

着火温度は３００～４５０℃、重油の着火温度は

４００～５００℃である。

問 ２ 温度２５℃で１００ℓの重油の標準温度における体積

の近似値は、次のうちどれか。

ただし、重油の体膨張係数を０.０００７/℃とする。

（１） ９８.１ℓ

（２） ９８.７ℓ

（３） ９９.３ℓ

（４） ９９.８ℓ

（５）１０１.２ℓ

問 ３ 石炭の燃焼に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）石炭が炉内で加熱されると、まず揮発分が放出さ

れ、長炎となって燃焼する。

（２）石炭を火格子上で燃焼させるとき、揮発分が放出

された後に残るのが「おき」で、これは固定炭素が

燃焼しているものである。

（３）固定炭素は、石炭の主成分をなすもので、炭化度

の進んだものほど多く、発熱量も大きい。

（４）低炭化度石炭は、揮発分が少なく、石炭ガスの放

出が少ないため発熱量は小さい。

（５）無煙炭は、最も炭化度の進んだ石炭で、燃焼速度

は遅く燃焼滞留時間を長く必要とする。

問 ４ 液体燃料の噴霧式燃焼法に関し、次のうち誤ってい

るものはどれか。

（１）重油の粘度を下げることによって噴霧による油の

微粒化が容易になる。

（２）バーナで油を良好に霧化するには、Ｂ重油で４０

℃、Ｃ重油で６０℃くらいの油温にしておくことが

必要である。

（３）加熱温度が高すぎると、バーナ管内で油が気化し、

ベーパロックを起こす。

（４）バーナで噴霧された油は、送入された空気と混合

し、バーナタイルの放射熱により加熱され徐々に気

化する。

（５）油滴は、バーナタイルから離れた位置では急激に

気化し、それ以後は固形残さ粒子が分解して完全に

気化燃焼する。



問 ５ 硫黄１kgを完全燃焼させるのに必要な理論空気量の

近似値は、次のうちどれか。

Ｎ（１）２.２ｍ３

Ｎ（２）２.７ｍ３

Ｎ（３）３.３ｍ３

Ｎ（４）３.７ｍ３

Ｎ（５）４.８ｍ３

問 ６ 液体燃料の燃焼装置に関し、次のうち正しいものは

どれか。

（１）液体燃料の供給装置に設けられる単室形のオート

クリーナは、粘度の高い重質油のろ過に用いられる。

（２）移送ポンプは、燃料油をバーナから噴射するのに

必要な圧力まで昇圧して供給するポンプである。

（３）蒸気（空気）噴霧式油バーナは、噴霧粒が細かく、

灯油からタールまで広い範囲の油種に利用できるが、

油量調節の範囲が狭い。

（４）低圧気流噴霧式油バーナは、比較的低圧の燃料油

のもつ圧力エネルギーで燃料油を微粒化するもので

ある。

（５）噴霧式油バーナのエアレジスタは、バーナから噴

射される燃料油に燃焼用空気を供給するとともに、

これらを撹拌させて火炎が安定するように空気流を
かくはん

調節する。
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問 ７ 回転式油バーナ（ロータリバーナ）に関し、次のう

ち誤っているものはどれか。

（１）高速で回転する末広がりのカップ状の霧化筒をア

トマイジングカップという。

（２）高速回転しているアトマイジングカップの内面に

燃料油を流し込むと、遠心力により内面で薄膜状に

なる。

（３）燃料油は、薄膜状になりつつカップの傾斜面を移

行して、カップの開放先端で放射状に飛散される。

（４）飛散する燃料油の旋回方向と同方向にカップの外

周から噴出される空気流によって、迅速な霧化が行

われる。

（５）取扱いが簡単で、油ポンプとファンを内蔵し自動

化されているものが多い。

問 ８ ＮＯ の低減を図る燃焼方法に関し、次のうち誤っＸ

ているものはどれか。

（１）燃焼用空気を一次と二次に分けて供給し、燃焼を

二段階で完結させるようにした方法が二段燃焼法で

ある。

（２）燃焼用空気に排ガスの一部を再循環、混合して燃

焼ガスの体積を増し、燃焼温度を上げる方法が排ガ

ス再循環法である。

（３）燃焼によって生じるＮＯ は、燃焼性において適Ｘ

切と思われる空気比の付近でピークとなり、空気比

がそれよりも小さくても大きくても減少するという

燃焼上の特性がある。

（４）炉内温度や火炎温度を低下させる方法の一つに、

燃焼室熱負荷を低減する方法がある。

（５）低空気比燃焼は、省エネルギー対策及びＮＯ 対策Ｘ

として有効である。



問 ９ 通風に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）煙突によって生じる理論通風力 は、外気と煙突Ｚ

内ガスの密度をそれぞれ 、 とし、煙突の高さρ ρa b

を 、重力加速度を として、Ｈ ｇ

Ｚ gＨ＝（ － ）ρ ρa b

により求められる。

（２）誘引通風は、誘引ファンと煙突により通風を行わ

せる方式で、ガスを直接ファンで吸い出す。

（３）誘引通風は、温度が高く体積の大きいガスを扱う

ため大型のファンを必要とし、また、ガス中の腐食

性物質によってファンが損傷しやすい。

（４）平衡通風は、押込み通風と誘引通風を併用した方

式で、炉内の気密が困難なボイラーなどに用いられる。

（５）平衡通風は、二種類のファンを必要とし、強い通

風力が得られるが、誘引通風に比べ所要動力は大きい。

問１０ 燃焼及び燃焼室に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）０℃の燃料が０℃の理論空気量で完全燃焼し、外

部へ熱損失がないと仮定した場合に到達すると考え

られる燃焼ガス温度を理論燃焼温度という。

（２）理論燃焼温度は、燃料の低発熱量及び燃焼ガスの

平均定圧比熱に比例する。

（３）単位時間における燃焼室の単位容積当たりの発生

熱量を燃焼室熱負荷といい、kＷ/㎥で表わす。

（４）燃焼室熱負荷は、燃焼用空気の予熱温度が高いと

大きくなる。

（５）燃焼温度は、燃料の種類や空気比、燃焼効率等の

条件で大きく変わり、局部的な燃焼温度は１８００℃

に達することもある。
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（関 係 法 令）

問１１ ボイラー室及びボイラーの据付位置等に関し、法令

上、正しいものは次のうちどれか。

（１）伝熱面積が３ｍ 以上の移動式ボイラーは、建物２

の中の障壁で区画された場所に設置しなければなら

ない。

（２）本体を被覆していないボイラーの最上部から天井

までの距離は、原則として１ｍ以上としなければな

らない。

（３）胴の内径が５００㎜以下で、長さが１０００㎜以

下の立てボイラーは、ボイラーの外壁から壁その他

の構造物（検査及びそうじに支障のない物を除く。）

までの距離を０.３ｍ以上としなければならない。

（４）ボイラーに附設された金属製の煙突又は煙道の外

側から０.１５ｍ以内にある可燃物は、金属製の不燃

性材料で被覆しなければならない。

（５）ボイラーの外側から重油サービスタンクまでの距

離は、原則として１.２ｍ以上としなければならない。

問１２ 法令上、一級ボイラー技士をボイラー取扱作業主任

者として選任できない作業は、次のうちどれか。

ただし、いずれのボイラーも、異常があった場合に

安全に停止させることができる機能を有する自動制御

装置を設置していないものとする。

（１）最高使用圧力１.２ＭPa、伝熱面積２４５㎡の蒸気

ボイラー２基及び最高使用圧力０.２ＭPa、伝熱面積

１８㎡の温水ボイラー２基の計４基のボイラーを取

扱う作業

（２）最大電力設備容量４００kＷの電気ボイラー２０基

を取扱う作業

（３）最高使用圧力１.６ＭPa、伝熱面積２００㎡の廃熱

ボイラー４基を取扱う作業

（４）最高使用圧力１.６ＭPa、伝熱面積１６０㎡の蒸気

ボイラー３基及び最高使用圧力１.６ＭPa、伝熱面積

６０㎡の貫流ボイラー１基の計４基のボイラーを取

扱う作業

（５）最高使用圧力３ＭPa、伝熱面積４９０㎡の蒸気ボ

イラー１基及び最高使用圧力０.２ＭPa、伝熱面積

３㎡の蒸気ボイラー５基の計６基のボイラーを取扱

う作業



問１３ ボイラー取扱作業主任者が行わなければならない事

項として、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）１週間に１回以上水面測定装置の機能を点検する

こと。

（２）排出されるばい煙の測定濃度及びボイラー取扱い

中における異常の有無を記録すること。

（３）自動制御装置を点検し及び調整すること。

（４）最高使用圧力を超えて圧力を上昇させないこと。

（５）圧力、水位及び燃焼状態を監視すること。

問１４ ボイラーの検査に関し、法令上、誤っているものは

次のうちどれか。

（１）落成検査は、構造検査又は使用検査に合格した後

でなければ受けることができない。

（２）落成検査を受ける者は、水圧試験の準備をしてお

かなければならない。

（３）落成検査に合格したボイラー又は落成検査の必要

がないと認められたボイラーについて、ボイラー検

査証が交付される。

（４）ボイラー検査証の有効期間は原則１年であるが、

性能検査の結果により１年未満又は１年を超え２年

以内の期間を定めて更新されることがある。

（５）性能検査を受ける者は、検査に立ち会わなければ

ならない。
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問１５ ボイラー室の管理に関し、法令上、誤っているもの

は次のうちどれか。

（１）ボイラー室その他のボイラー設置場所には、関係

者以外の者がみだりに立ち入ることを禁止し、かつ、

その旨を見やすい箇所に掲示すること。

（２）ボイラー検査証並びにボイラー取扱者全員の資格

及び氏名をボイラー室その他のボイラー設置場所の

見やすい箇所に掲示すること。

（３）ボイラー室には、水面計のガラス管、ガスケット

その他の必要な予備品及び修繕用工具類を備えてお

くこと。

（４）ボイラーとれんが積みとの間にすき間が生じたと

きは、すみやかに補修すること。

（５）ボイラー室には、必要がある場合のほか、引火し

やすいものを持ち込ませないこと。

問１６ 附属品の管理に関し、法令上、誤っているものは次

のうちどれか。

（１）燃焼ガスに触れる給水管、吹出管及び水面測定装

置の連絡管は、耐熱材料で防護する。

（２）安全弁が２個以上ある場合において、１個の安全

弁を最高使用圧力以下で作動するように調整したと

きは、他の安全弁を最高使用圧力の３％増以下で作

動するように調整することができる。

（３）圧力計又は水高計は、その内部が凍結し、又は

８０℃以上の温度にならない措置を講じる。

（４）圧力計又は水高計の目もりには、当該ボイラーの

常用圧力を示す位置に見やすい表示をする。

（５）温水ボイラーの返り管は、凍結しないように保温

その他の措置を講じる。



問１７ 鋼製ボイラーの水面測定装置に関する次の文中の

内に入れるＡからＤの語句と数字の組合せとし

て、関係法令上、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

『ガラス水面計でない水面測定装置として験水コッ

クを設ける場合には、ガラス水面計のガラス管取付位

置と同等の高さの範囲において Ａ 個以上取り付け

なければならない。ただし、 Ｂ 以下で、かつ、伝

熱面積が Ｃ ｍ 未満の蒸気ボイラーにあっては、２

その数を Ｄ 個とすることができる。』

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１）３ 胴の内径が７５０㎜ １０ ２

（２）２ 最高使用圧力が１ＭPa １５ １

（３）３ 最高使用圧力が０.５ＭPa １５ ２

（４）３ 胴の内径が７５０㎜ １５ ２

（５）２ 最高使用圧力が１ＭPa １０ １

問１８ 給水装置に関し、関係法令上、誤っているものは次

のうちどれか。

（１）蒸気ボイラーには、原則として最大蒸発量以上を

給水することができる給水装置を備えなければなら

ない。

（２）近接した２以上の蒸気ボイラーを結合して使用す

る場合には、当該結合して使用する蒸気ボイラーを

１の蒸気ボイラーとみなして給水装置の規定が適用

される。

（３）低水位燃料遮断装置を有しない蒸気ボイラーには、

原則として随時単独に最大蒸発量以上を給水するこ

とができる給水装置を２個備えなければならない。

（４）給水装置の給水管には、蒸気ボイラーに近接した

位置に、原則として給水弁及び逆止め弁を取り付け

なければならない。

（５）貫流ボイラー及び最高使用圧力０.２ＭPa未満の蒸

気ボイラーの給水管に取り付ける弁は、給水弁のみ

とすることができる。
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問１９ 燃焼安全装置に関し、関係法令上、正しいものは次

のうちどれか。

（１）燃焼安全装置は、異常消火又は燃焼用空気の異常

な供給停止が起こったときに、自動的にこれを検出

し、直ちに送気の停止ができるものでなければなら

ない。

（２）燃焼安全装置は、作動用動力源が断たれた場合、

直ちに燃料の補給ができるものでなければならない。

（３）燃焼安全装置は、燃焼に先立って火炎の誤検出が

ある場合には、直ちに火炎の検出を停止する機能を

有するものでなければならない。

（４）燃焼安全装置は、作動用動力源が復帰した場合に、

自動的には遮断が解除されないものでなければなら

ない。

（５）自動点火式ボイラーの燃焼安全装置は、点火して

も火炎の検出ができない場合には、直ちに手動に切

り替えて燃料供給を遮断できるものでなければなら

ない。

問２０ 鋳鉄製ボイラーの附属品に関し、関係法令上、誤っ

ているものは次のうちどれか。

（１）蒸気ボイラーには、スケールその他の沈殿物を排

出できる吹出し管であって吹出し弁又は吹出しコッ

クを取り付けたものを備えなければならない。

（２）温水ボイラーには、ボイラー本体又は温水出口付

近に水高計又は圧力計を取り付けなければならない。

（３）水道管から給水する場合の給水管は、逃がし管に

取り付けなければならない。

（４）温水ボイラーで圧力が０.３ＭPaを超えるものに

は、温水温度が１２０℃を超えないよう温水温度自

動制御装置を設けなければならない。

（５）開放型膨張タンクに通ずる逃がし管であって、内

部の圧力を最高使用圧力以下に保持することができ

るものを備えた暖房用温水ボイラーには、逃がし弁

を設けなくてもよい。

（終 り）


